
【１理事会（年5回）の開催】

◇令和４年度事業報告及び決算報告他

◇会長及び副会長等の選定について他

　 ◇社会福祉功労者の顕彰他

  ◇規程の一部改正他

◇令和６年度事業計画及び予算他

原則毎月第

１木曜日に

開催

◇令和5年度事務局体制について他

◇理事会付議案件他

　  ◇理事会付議案件他

◇県共同募金会会長感謝候補者の推薦他

  ◇ふれあい福祉フェスティバルについて他

◇赤い羽根共同募金について他

　　 ◇理事会付議案件他

　 ◇社協福祉大会について他

◇職員採用募集について他

◇理事会付議案件他

◇令和6年度補助金並びに受託金について他

　 ◇理事会付議案件他

　　 『地域福祉部会』

令和５年度
社会福祉法人寒川町社会福祉協議会事業報告

Ⅰ組織の運営強化
備考(1)法人運営事業

①役員会・評議員会

  ４／　６

   ５／１６

   ６／　５

【２理事の分担による部会運営】

『総務部会』

　法人の運営や財務、人事管理等の協議を行いました。月1回の部会を設け

ることにより、正副会長と事務局との共通認識を持つことが出来、組織と

して運営基盤の強化を図ることが出来ました。

　執行機関として事業運営の審議・決定を行い、円滑なる運営に努めると

ともに、ガバナンスの強化を図りました。

　５／２４

　１０／１３

１／２５

３／１４

　６／　９

【任期満了に伴う理事・監事の改選】

　任期満了に伴う理事・監事（任期２年）の改選を行いました。

   ７／　５

   ８／　３

   ９／　６

　広報・福祉教育、住民参加による福祉推進、ボランティアセンター、

小地域福祉活動等に関する事業の状況を共有し意見交換をしています。

自治会、民生委員、ボランティア、施設、町議会という多方面から選出

１０／　５

１１／　２

１２／　７

　１／１１

　２／　６

   ３／　７
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社協さむかわ１７８号、令和５年度の広報作成業者他

　

『生活支援部会』

◇生活支援事業の状況について、令和５年度

◇令和６年度　年末たすけあい募金配分について他

【３監事による監査(年２回)の開催】

◇令和4年度事業報告及び決算報告他

　

【４評議員会(年2回)の開催】

◇令和４年度事業報告及び決算報告他

◇令和６年度事業計画及び予算他

　生活支援相談事業の推進、貸付業務の管理、権利擁護事業の推進管理、

  　２／１３ ◇部会関連事業の報告と予定、社協さむかわ１８１号に

ついて他

◇部会関連事業の報告と予定、

社協さむかわ１７９号について他

  １１／１４ ◇部会関連事業の報告と予定、社協さむかわ１８０号に

ついて他

８／１５

部会冒頭、ふれあい福祉フェスティバルの企画運営会

から渡辺委員長と会計の飛弾委員が出席。

５年ぶりに開催のフェスティバルの周知を進めるため

社協さむかわの外側をフェスティバルのチラシで

くるむ形で発行して欲しいとの相談。部会理事全員快諾

され、今後の準備へのエールをくださいました。

在宅福祉サービス事業の管理、地域包括支援センター業務の管理が

主な職務の部会です。加えて、毎年の年末たすけあい募金の配分を

どのように行うか検討し、配分計画を作成しています。

９／５

　　　　　　　  年末たすけあい募金配分について他

１／２５

５／１８

１１／２４ ◇令和5年度4月～9月会計及び業務執行の状況、監査他

　業務執行や法人の財産状況について監査を行いました。

　　　　　　　　

　議決機関として理事の選任及び事業計画や予算等重要な事項の審議・決定

の部会担当理事と状況の共有ができることで、新たな視点や検討事項を

得ることができるとともに、情報や助言をいただけて、

５／１６ ◇部会関連事業の報告と予定、部会の日程他

理事と職員が近い距離で話すことができています。

のため、２回開催しました。

６／　９

３／２２
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【５評議員選任・解任委員会の開催】

◇評議員の選任について＜書面決議＞

【学識経験者選考委員会の開催】

◇任期満了に伴う学識経験者の選考について

②  事務局運営事業

【６事務局の経理・総務・庶務等】

　県指導監査

　社会福祉法第56条の規定に基づく、令和元年度から監査実施日までの

◇実地監査

　職員の採用

　正規職員の採用を行いました。

◇社会福祉協議会正規職員採用試験(筆記、面接）

                応募者６名　採用２名

【７各種委員会の開催】

　４０周年特別委員会

　令和６年度に法人設立４０周年を迎えるにあたり、「長期ビジョン」の

作成並びに４０周年式典の内容検討等を行いました。

◇式典の内容及び長期ビジョンについて

◇式典内容及び記念冊子等について

◇式典及びマスコットキャラクター等について

◇式典及び長期ビジョン「スローガン」等について

◇式典について

　再建特別委員会

◇健康管理センターの老朽化に伴う、社協としての

　災害時対策特別委員会

　平時における防災計画並びに災害時、特に大規模災害発生時における体

制整備のため、「緊急事態に対する事業継続計画（ＢＣＰ）」の策定に

取り組むべく協議を行いました。

　任期満了に伴い理事及び監事の学識経験者の選考を行いました。

    １０／１７

法人運営状況監査を受けました。

１２／　４

    １／１５

    ２／２１

    ３／１４

    ９／２９

　理事会から評議員選任候補者の推薦を受け、評議員の選任を行いました。

６／　８

５／１１

    １／３０

    ９／２５

ソフト面での課題整理等
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◇BCP策定における協議①

◇BCP策定における協議②

【８苦情解決制度第三者委員の開催】

委員会を設置しました。

   福祉サービス利用者等の権利擁護窓口

◇第三者委員の設置3名　　

【９各種事業、組織の見直し、あり方検討】

各種事業、組織の見直し、あり方検討について必要に応じて開催

毎月１回、職員幹部会の開催。

③  法人運営強化事業

【１０一般会員の募集・加入促進(一般世帯等)】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜昨年度＞

13,234世帯

事業を行う上での財源を確保しました。 9,889口

　自治会の協力による一般会員会費取りまとめ　　　 4,941,502円

◇各自治会に会費納入を依頼

自治会未加入者に対し、広報さむかわに会員募集を掲載

【１１賛助会員の募集・加入促進(事業所・団体等)】 ＜昨年度＞

　企業・団体等に賛助会員会費の納入を依頼しました。 189社

◇企業、団体等へ依頼 930,000円

９／１４ ◇未納入企業へ再納入依頼(44企業、3団体)

９／１６ ◇11/16～再納入依頼でも未納入企業(町内)に対し

　会長と訪問

【１２ITC及び個人情報のセキュリティ強化】

セキュリティルームでの情報管理。

ホームページのリニューアル完了し、運用を始める。

定期的な共有パソコンのデータバックアップを行う。

【１３平時における災害時対応の強化】　　　　　　　　　　　　　

上述、災害時対策特別委員会で記載済み。

４／２１

                （13,234世帯、9,536口、4,767,526円）

６／９

（151企業、27団体、26個人　1,043,000円)

　利用者からの苦情に対し、解決に向けた取り組みが出来るよう、第三者

４／　１

４／１～６／２６ ◇職員が自治会の定例役員会等に出向き、会費納入依頼

　自治会の協力を得ながら、一般会員会費納入の依頼と取りまとめを行い、

    ９／２５

１／２２
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Ⅱ   地域福祉推進事業
⑴  福祉啓発・教育事業

①  社協活動PR事業

【１４ホームページによる情報発信】

　事業紹介やボランティア情報等随時更新し、情報提供を行いました。

　社協情報、地域情報の提供

　随　時    ◇行事・事業案内、ボランティア募集情報、

                災害情報、SNS（Ｘ随時更新）

令和5年度表示回数　21,808回

【１５XなどSNSによる情報発信】

ＸとLINEを活用してボランティアセンター情報の発信を随時

行いました。

Ｘとホームページの更新は地域福祉、ボランティアセンター共に

【１６メディアを活用した情報発信】

町広報にて社協関係団体の紹介記事を掲載。

②  広報紙発行事業

【１７広報紙「社協さむかわ」の発行】

発行月は４月、７月、１０月、１月。

発行形態は、全８ページでフルカラー仕上げ。

１７８号：２１，６００部発行 

紙面を通して社協の理解促進に繋げました。

1月号は福祉作文掲載のため全1２ページでフルカラー仕上げ。

10月号は、第14回寒川町ふれあい福祉フェスティバルのチラシを広報紙

に巻き付ける形で全12ページフルカラー仕上げ。

１８１号：２１，６００部発行

　思いやりや支え合いの啓発、身近で役立つ福祉情報の発信を行うと共に、

７／　１ ◇第178号＝町社協の団体登録、令和４年度賛助会員会

　　　　　　   費納入者、催し物・相談等のご案内、令和４年度事業

報告と決算、令和５年度事業計画と予算、もっと身近

複数の職員による更新を可能とし、各事業の案内他発信し情報提供に努めました。

湘南さむかわラジオにて、毎月１回、社協のPRの枠あり。

事前に内容を録音し録音データをメールで送信。

タウンニュースへの掲載依頼（随時）

に町社協⑦生活支援コーディネーター(町事業受託)、

あたたかい気持ち、善意のこころ事業のご報告とお願

１７９号～１８０号：２１，５００部発行
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③  福祉大会事業　

【１８第40回福祉大会】（健康管理センター）　　　　　　　　　　　　　　　＜昨年度＞

８３名

編数の中から優秀作文の発表を行い、福祉作文審査会委員長に総評をいた

募集、イベント・講座スケジュール、催し物・相談等

のご案内、あたたかい気持ち、会員加入と会費ご協力

のお願い、介護に関する入門的研修開催報告、共同募

金運動の結果とお礼、町社協は協議体⑩社会福祉に関

係ある団体、ボランティアセンターだより、地域包括

支援センターだより、もっと身近に町社協⑩毎月１１

日～イオン幸せの黄色いレシートキャンペーン～、被

解除し、盛大に実施することが出来ました。また、508編の福祉作文応募

　地域福祉の発展に永年貢献された方々の功績を讃え、その経験と知識を

今後の地域福祉の推進に活かす契機とし、今年度は3年ぶりに人数制限を

              

◇第181号＝町社協法人設立40周年記念シンボルマーク

礼、町社協は協議体⑧社会福祉施設等（高齢）、ボラ

ターだより、町社協は協議体⑦社会福祉施設等(障が

い)他

    １０／　１ ◇第17９号＝第１４回寒川町ふれあい福祉フェスティ

バル、ボランティア学びあい講座、町社協権利擁護事

業、共同募金運動、町社協福祉大会、催し物・相談等

のご案内、介護に関する入門的研修、もっと身近に町

４／　１

ィアセンターだより、地域包括支援センターだより、

もっと身近に町社協⑨車いすの貸し出し

り、障害者週間他。

    １／　１ ◇第180号＝寒川町ふれあい福祉フェスティバルの報告、

寒川町の団体・個人の受賞報告、介護に関する入門的

研修、会長新年の挨拶、あたたかい気持ち、町社協は

協議体⑨社会福祉に関心を持つ団体、第４０回寒川町

社会福祉協議会福祉大会開催報告、成年後見講座開催

報告、催し物・相談等のご案内、福祉作文、ボランテ

ンティアセンターだより、地域包括支援センターだよ

い、ボランティアセンターだより、地域包括支援セン

社協⑧第14回寒川町ふれあい福祉フェスティバル企画

運営委員会、あたたかい気持ち、一般会員費納入のお

災地支援報告
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だきました。

◇表彰式及び作文発表

県社協会長表彰の伝達等

・福祉作文（優秀作文）の表彰　30名

・優秀作文の発表　小学生2編（会場）

　　　　　　　　　中学生3編（会場及びビデオ上映）

　　　　　　　　　　　参加者140名

④  ふれあい福祉フェスティバル事業

【１９第14回寒川町ふれあい福祉フェスティバルの開催】　　　　　 ＜昨年度＞

（寒川町後援、シンコースポーツ寒川アリーナ　メインアリーナ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中止

会議日程

【２０第１４回寒川町ふれあい福祉フェスティバル出店】 ＜昨年度＞

中止

共同募金ガチャガチャ

初めての体育館開催に対応するため、総務担当、

地域福祉担当の職員が全員で対応

                                       

6/28　第１回参加団体出店者会議

9/6　 第２回参加団体出店者会議

　19名、6団体

11/7　第７、８回企画運営員会

 １０／　７ ◇第１４回寒川町ふれあい福祉フェスティバル

                被災地物産販売（宮城県南三陸町から仕入れ）

11/7　第３回参加団体出店者会議

自らが地域の一員として関わっていく交流の場作り、つながりの場づくり

として事業を行いました。台風とコロナの影響で４年間中止になっていた

団体は３７団体、パフォーマンス団体は６団体、来場者数は約2,000人でし

パフォーマンス団体等にアンケートを実施しました。

8/9　  第２回企画運営員会

  １２／２

・社会福祉功労者､介護者、多額寄附者の表彰・感謝、

7/19　第１回企画運営委員会

8/31　第３回企画運営委員会

9/6　  第４、５回企画運営員会

状況でしたが、１０月７日に５年ぶりに開催することができました。出店

た。また、初のメインアリーナでの開催であったため、出店団体や来場者、

9/20　臨時企画運営員会

9/28　第６回企画運営員会

　誰もが気軽に集い、地域の中で繋がりが生まれ、福祉への関心と理解、
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⑤  産業まつり出店事業

【２１第39回寒川町産業まつり出店】（さむかわ中央公園） ＜昨年度＞

中止

⑥　福祉教育事業

【２２小中学校福祉協力校の連携による福祉の学び取り組み支援】 ＜昨年度＞

町内全８校

行い、次世代を担う児童・生徒の福祉の心、思いやりやたすけあいの心

を育みました。

　取り組みの際には各学校と複数回の打ち合わせにより、学校の取組み

意識を確認し、目標を設定しました。

◇寒川小学校４年生

点字体験　

ユニバーサルデザインダンス　

　 車いす指導（教員対象）

耳の不自由な方のお話、手話体験　

◇一之宮小学校４学年

車いす指導（教員対象）　

高齢者疑似体験（教員対象）　

高齢者の話　講師：湘風園　

　打合せ実施後、感染症による学年閉鎖で中止

ユニバーサルデザインダンス　

目の不自由な方のお話　

◇旭小学校４学年

耳の不自由な方のお話、手話体験　

　打合せ実施後、感染症による学年閉鎖で中止となる

　が、質疑応答形式で実施

◇小谷小学校４学年

車いす指導（教員対象）

点字体験

目の不自由な方のお話　

耳の不自由な方のお話、手話体験　

◇南小学校５学年

１１／２４

９／２９

７／　３

７／１１

１１／　８

１１／１５

９／２７

１０／２３

１１／１７

７／１０

８／２８

１０／３０

　各学校への助成と併せて取り組まれる福祉教育活動への協力・調整も

２／　１

９／１２

　産業関係のまつりとするとのことで出店しませんでした。
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車いす体験

ローリングバレーボール　

ユニバーサルデザインダンス　

◇寒川中学校　１年生、７組

多様性のある社会に向けて～ＬＧＢＴＱ講演会～

講師を招いての講演会

講師：NPO法人SHIP　星野慎二氏

◇旭が丘中学校　

様々な生きづらさや悩みを抱える生徒の安心に

つながるよう、多様性についての書籍を購入し

図書室へ置き、気になった生徒達がいつでも手に

取ることができるようにした。見やすく配置し、

書籍の紹介を行った。

◇寒川東中学校

２年総合　いのちの授業（保護者の参観可で実施）

【２３地域における福祉体験の場づくり(地域講座)】

【高齢者スマホ教室】

【介護に関する入門的研修】

１２／　７

　１／１８

１／２６

◇子ども向けボランティア体験講座（車いす体験）

さらに本会が開催する必要性は無いと判断しました。地域福祉部会で

　　　　７／３１

他団体※が高齢者向けのスマホ教室を複数回、開催していることが分かり、

　　　　１０／１１ ◇中部民協研修「社協について」

１／２２

　地域において福祉に関する講座、福祉の普及啓発と社協ＰＲを行いました。

１／３１

３／　６

◇商工会青年部　車いす指導

◇寒川総合図書館職員向け　高齢者疑似体験

２／１７

　　　　９／２６ ◇民協障がい者部会　車いす体験

状況をご報告し、開催しない方向性を決めました。

※町民協働課、シルバー人材センター、自治会単位等

講師：湘南助産師会　岡橋氏ほか

◇南部民協研修「社協の貸付事業について」

　　　　４／１１ ◇田端高砂会　介護保険、社協について

　　　　５／　１ ◇岡田すいせんサロン　介護保険、社協、体操

　　　　６／１４

県社協より受託し、町内介護人材の確保を目的に研修を開催しました。

１／２４
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＜昨年度＞

受講者３９名 66名

講師：寒川ホーム副施設長　今村　真　氏　他

＜昨年度＞

受講者１３名 12名

講師：寒川ホーム副施設長　今村　真　氏　他

⑦　福祉作文事業

＜昨年度＞

小学生　

274編、

中学生　

365編

応募総数　

639編

５月

６月

９月

選定。

【小学生の部】

最優秀賞　tvkかながわMIRAI賞　１名

　作文の内容には本会で取り組んでいる福祉体験（福祉を育む学び）に関連

したものも多く、子どもの頃から福祉に触れる、体験する、考える、また

それを表現する機会として福祉作文が役割を果たしています。

　　　寒川町社会福祉協議会　浅野　瑠水　他　

　　　　２／３、４、 ◇入門講座（４日間・計２３時間）

　　　　１７、１８

◇各小・中学校からの応募受付

応募総数　508編

小学生　211編、中学生　297編

◇本会職員による１次審査　９/7～9/13

審査委員による２次審査　9/14～9/20

講師は全て寒川町内の事業所に依頼し、社会福祉法人の連携にもつながり

◇県福祉作文コンクールへ8編応募

び広報誌掲載作文２編と県福祉作文コンクール地区審

　　　さむかわ基幹相談支援センター  小松　美穂　氏

　　　寒川町認知症地域支援推進員　桜井　愛美　氏

の募集を行ったところ、５０８編の応募がありました。

ました。アンケート結果から、受講者の満足度は非常に高いです。

　　　　１２／１６ ◇基礎講座（３時間３０分）

【２４福祉作文募集、審査会、福祉作文集作成】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　福祉について考えるきっかけづくりとして小・中学校を対象に福祉作文

◇福祉作文審査会（9/25）＝優秀作文、福祉大会発表及

よう努めています。

　優秀作文は福祉作文集としてまとめ、福祉大会来場者全員に配布、また

健康管理センターで作文集を配架し福祉作文の紹介の掲示物とあわせて来館

者向けに周知することによって多くの方に福祉作文集を知っていただける

査用作文を小学生の部より３編、中学生の部より５編

◇教頭会で挨拶および今後の依頼を周知

◇各小・中学校へ依頼
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◇応募者へ記念品を配布。

今年も作文と川柳を募集しましたが、昨年に続き、応募数も少なく、

事業であったため、地域福祉部会に状況を報告し、方向性を決めた。

１０月 ◇社協さむかわにて募集記事掲載 ＜昨年度＞

◇応募総数　川柳２句 作文１編、川柳２句

⑧　専門職人材育成事業

＜昨年度＞

　 2名

の育成に貢献。

原則、２４日間、１８０時間以上の受け入れ。

　８／　４～ ◇関東学院大学３年　２名

◇昭和女子大学３年　１名

◇立教大学３年　１名

県社協や行政等からの研修案内を受け、各担当ごと必要に応じ研修

を受講している。

１２月

計６名受賞

【中学生の部】

準優秀賞　２名

優秀賞　１名

最優秀賞　日本放送協会横浜放送局長賞　１名

最優秀賞　神奈川県教育長賞　１名

今年度までの取り組みとすることとしました。地域福祉部会で発案された

フォント…色づかい…お悩み解決Q＆A効果的なチラシの作り方

◇日常生活自立支援事業管理監督者研修・現任者研修（動画）

　動画視聴　生活支援員の役割について

2/19

当日欠席予定の場合は、事前にビデオ撮影を行った。

【２５大人の福祉作文】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【２６社会福祉士養成のための相談援助実習受入れ】

社会福祉士を志す学生の相談援助実習を受け入れいることで福祉人材

【２７職員の研修への参加】

◇令和５年度市町村社協職員会研修会

◇令和５年度意思決定支援研修（動画）

6/～

◇福祉作文集（優秀作文）の作成　４００部

2/29～3/6

福祉大会での配布、以降は健康管理センターで配架。

2/9

◇日常生活自立支援事業初任者・現任者研修

◇福祉大会にて審査会で選ばれた児童・生徒の作文発表

◇第２回子育て関連施設・障がい者相談支援事業所合同ワークショップ
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⑵ 地域福祉活動事業

①  地域共生社会推進事業

団体の定例会等への参加や学校での福祉を育む学び、地域団体との情報

【２９地域福祉フォーラムの開催】 ＜昨年度＞

　地域の福祉的課題に取り組む人材を育成することで、誰もが住み慣れた 中止

地域で安心して生活することができる、つながりある地域づくりの推進に

資することを目的に開催しています。

住民パワーを広げよう！つなげよう！をテーマに企画しましたが、

参加申し込みがなく、流会となりました。

◇　流会

その他は全てメール、電話等で。広報紙「社協さむかわ」に掲載。

ボール体験会への参加者の呼びかけ。あわせて試合会場では、共同募金の

◇オンラインde 福祉教育（ZOOM）

交換、賛助会員企業や寄付を通じての企業とのつながり等、接点のあるご

　地区担当民生委員と情報共有、見守り活動のご依頼等。

２／１７　寒川のホームゲームにあわせて開催された車いすバスケット　

3/5

●企業：湘南ユナイテッドBCとのコラボ企画

●自治会：寒川町自治会長連絡協議会定例会において、会費や募金のご依頼、

　講座のチラシ回覧のご依頼等。

　また、新たに「地域福祉活動推進団体登録制度」を開始しました。

「意思決定支援を踏まえた後見事務のガイドライン」を学ぶ

●シニアクラブ連合会：会長会、健康体操、単位クラブに伺ってのご説明や

３／　３

とに、本会の取り組みのご説明や協力依頼等、連携を図りました。

今後の社協のネットワーク拡大と事業での連携等につなげていきます。

　社協事業の説明や協力のご依頼。貸付業務におけるおいて借受者の

～全国の福祉教育推進員が集まって、福祉教育の学び×出会いを広げよう～

　情報共有等。また高齢者向けの取り組みの協力依頼の相談も複数あり。

●学校：福祉を育む学びのために教職員やサポーターとの情報共有、協力等。

【２８自治会・民生委員児童委員・シニアクラブ連合会・学校・地域団体・　　　　　　　　　　

●民生委員児童委員：寒川町民生委員児童委員協議会役員会、定例会、

　地区民協に、毎月、職員が参加させていただき連携強化を図った。

町内企業等との連携、情報交換、課題把握等】　　　

●町内企業等：ご寄付を地域へつなぐ、企業で認知症サポーター養成講座を

　受講して下さる等。

●寒川町議会：地域福祉部会ほか寒川町福祉団体協議会からの情報提供等。

イベント募金を茅ヶ崎市支会と合同で実施。当日まで対面での打合せ２回、

　教頭会へ出向き社協事業の説明報告。
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【３０寒川町福祉団体協議会等の活動支援等】

連絡調整を行いました。詳細は関係団体事務事業報告に記載。

【３１町内社会福祉法人等の連携】

社会福祉法人との連携による地域事業を行いました。

介護に関する入門的研修の講師を依頼し、法人との連携を図りました。

（詳細は上記）

◇寒川町地域社会福祉ネットワーク連絡会発足

　第１回会議として、役員選出、今度の取り組みに

　ついて意見交換を行いました。

構成団体：吉祥会、千寿会、湘南広域社会福祉協会、

および本会

②  生活支援コーディネーター事業

【３２生活支援コーディネーター活動周知】 

◇岡田もくせいハイツ自治会　組長会議　参加

◇寒川町シニアクラブ連合会の会合、研修等　参加

◇ＰＲできる場面があれば活動周知

というテーマで、生活支援コーディネーターの

活動、役割を紹介。

◇各種社協事業の運営の中で活動周知について

の視点をふまえている。

【３３社会資源開発業務】 

◇岡田もくせいハイツ自治会　組長会議　参加

◇各種社協事業の運営の中で社会資源開発業務について

随時 ◇一体的実施　担当者会議　参加

随時

随時

◇本会ボランティアセンター打合せ　参加

１０／３１ ◇ボランティア学びあい講座で「地域を支える力」

◇小地域福祉活動等の通いの場など　参加

◇地域ケア会議（個別会議）参加

３／１９

毎月１回 ◇本会ボランティアセンター打合せ　参加

毎月１回

随時

毎月１回

随時

毎月１回

毎月１回 ◇県営寒川もくせいハイツ第二自治会　定例幹事会　参加

偶数月

随時

　障がい当事者団体である寒川町福祉団体協議会の活動支援を行いました。

　また、町補助金の支援を受けるための書類の確認や町福祉課職員との対応、

毎月１回

◇県営寒川もくせいハイツ第二自治会　定例幹事会　参加

毎月１回 ◇寒川町民生委員児童委員協議会定例会　参加

毎月１回 ◇寒川町民生委員児童委員協議会定例会　参加

13 ページ



の視点をふまえている。

◇岡田すいせんサロン、岡田笑和会　

参加希望者の中で足腰が弱り徒歩で集会所に来れなく

なった人への車での送迎を準備中。

岡田在住の住民から４名、協力可能の声あり。

仕組みづくりをする。

まずは、岡田すいせんサロン、岡田笑和会に参加して

もらって、活動内容を知ってもらい、参加者との

顔つなぎをすることから始めることになった。

【３４ネットワークの構築業務】

◇岡田もくせいハイツ自治会　組長会議　参加

◇各種社協事業の運営の中でネットワーク構築業務

についての視点をふまえている。

【３５コーディネート業務】 

◇窓口、電話等で随時対応

◇各種社協事業の運営の中でコーディネート業務

についての視点をふまえている。

【３６介護予防を兼ねた地域交流事業支援】 

随時 ◇一体的実施　担当者会議　参加

１　／２７

◇送迎の方法のたたき台を共有

◇チームオレンジ連絡会　参加

◇岡田東自治会、岡田西自治会で送迎の協力を相談

◇運営メンバーと話し合い

随時

１１／～

１１／　１

毎月１回

随時

（月）～（金）

雨天時および祝日はお休み

火曜日：信玄芝原公園（宮山）参加者３～７名

月曜日：さいど公園（倉見）参加者５～１０名

毎月１回

１２／　１

◇本会ボランティアセンター打合せ　参加

随時

◇本会ボランティアセンター打合せ　参加

７月、８月　夏休み を設定して、気軽な体操の場づくり

１月、２月　冬休み

◇身近な公園で軽く体操しませんか

町内に４０ケ所以上の公園があるが、５ケ所の公園に

水曜日：越公園（岡田）参加者１０～２５名

木曜日：一之宮公園（一之宮）参加者１５名～２５名

金曜日：矢島公園（田端）参加者５名～１０名

毎月１回 ◇寒川町民生委員児童委員協議会定例会　参加

毎月１回

毎月１回 ◇県営寒川もくせいハイツ第二自治会　定例幹事会　参加

偶数月 ◇地域ケア会議（個別会議）参加

随時
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◇寒川もくせいハイツ　シニアお気楽体操

◇ご近所さんで集まって　シニアお気楽体操

【寒川町生活支援・介護予防サービス基盤整備推進会議】 

③  小地域福祉活動事業

【３７地域福祉推進を目的とした、集いの場活動支援】　

ことが出来ました。 ＜昨年度＞

◇活動助成＝（13地域14自治会  助成額630,000円） 13地域

14自治会

690,000円

　日ごろの活動に協力しました。

【小谷パールクラブ】

映画会の上映のお手伝い。機材貸し出しを含む。

【新町新生会】

【岡田笑和会】

映画会の上映のお手伝い。機材貸し出しを含む。

【岡田笑和会】

映画会のための機材貸し出し

６／２０、８／２９、１０／２３、１１／２８、

促進され、住民が安心して暮らせる福祉コミュニティーづくりを進める

３／１４～

寒川もくせいハイツ内　第１集会所にて

時間は９時～９時３０分　雨天中止

ラジオ体操第１第２、さむかわwakuwaku体操

月１回

介護予防講師派遣事業を利用

月１回

寒川キリスト教会にて

介護予防講師派遣事業を利用

３／１８　全５回

１１／１５　１回

田端、一之宮北、一之宮ソフィア、中瀬、大曲、

５／１８、８／１７、１１／１６、１／１８　全４回

                

　　　　　　　　

運営の相談や助成金の交付等を実施したことで、地域での支え合いが

岡田東・西、越の山、菅谷台、大蔵、小谷、

新橋アパート、小動、倉見

　自治会におけるサロンや見守り、交流の場づくりなどの福祉活動に対し、

　　　　基盤整備推進会議　書面開催

◇第１回　寒川町生活支援・介護予防サービス

今年度の活動状況報告と次年度の予定等
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映画会の上映のお手伝い。機材貸し出しを含む。

【ゆめクラブ大曲】

映画会の段取りのご相談

【３８地域福祉推進を目的とした、集いの場立ち上げ支援】

◇ＬＩＮＥでの打合せ

◇自習室を開放、開放時間中はメンバー数名待機

④  サロン事業

【３９ふれあい・いきいきサロンの開催】

　月１回開催している子育てサロンは、季節に合わせた遊びを中心に

歌や読み聞かせや手遊びを織り交ぜてプログラムを考えています。

　障がい児者サロンは、春と秋の年２回、ボウリングやビンゴ、工作

など障害のある方が家族やボランティアと一緒に楽しめる内容を

企画しています。

手遊び、工作など。親子同士の交流と仲間づくり。　） ＜昨年度＞

利用者 7組

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ　11名　　　　利用者　8組 17人  ボラ  10名

◇ミニ運動会 利用者 12組

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ　13名　　　　利用者　12組 26人  ボラ  8名

◇七夕飾り作り 利用者 8組

随時

町健康づくり課の保健師による健康相談も同時に実施

【興全寺　夏の自習室】

　子どもたちが夏休みの宿題ができる場所をつくる。お寺の部屋を

お借りして、自習できる環境を用意していただきました。

全４回

６／２１

　ゴミ拾い等、美化活動を中心に行っている。

※生活保護受給世帯による地域貢献活動。町内の

◇対面での打合せ　

　集合・解散・情報交換用の部屋、ゴミ拾い用のトング、

　ユニフォーム（ビブス）貸し出し等。

全４回

１１／１５　１回

上映は３／２５　１回

◇さむかわクリーナーズ※の活動支援

メンバーは、興全寺、個人２名、社協

８／５、６、

２０、２８

　ボランティアの協力を得ながら、遊びや学びの場の提供を行いました。

・子育てサロン（２～３才児対象の親子向けのサロン。体操、歌、

４／１２ ◇手形・こいのぼり工作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ   11名     

５／１７
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ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ　12名　　　　利用者　10組 20人  ボラ  10名

◇小麦ねんどあそび 利用者 8組

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ　 9名　　　　利用者　11組 25人  ボラ  9名

◇夏祭りあそび 利用者 10組

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ　10名　　　　利用者　10組 27人  ボラ  8名

　※社会福祉士実習生４名参加

◇運動会 利用者 8組

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ　11名　　　　利用者　11組 29人  ボラ  11名

利用者 12組

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ　12名　　　　利用者　10組 23人  ボラ  9名

◇人形劇とリトミック 利用者 13組

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ　12名　　　　利用者　11組 22人  ボラ  9名

◇クリスマス会 利用者 26組

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ　14名　　　　利用者　21組 58人  ボラ  11名

◇お正月あそび 利用者 9組

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ　12名　　　　利用者　20組 43人  ボラ  11名

◇豆まきとひな飾りづくり 利用者 13組

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ　 8名　　　　利用者　16組 32人  ボラ  13名

◇思い出作品づくりと修了式 利用者 15組

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ　9名　　　　利用者　14組 30人  ボラ  14名

利用者のべ　１５４組　３５２人

ボランティアのべ　１３３名

・障がい児者サロン(障がいのある方とその家族対象のサロン） ＜昨年度＞

♢春・ボッチャ体験会

12名

4名

♢秋・ボウリング大会

24名

6名

⑤  地域活動応援事業

【４０募金関係活動費の交付】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＜昨年度＞

283,700円

（昨年度募金

　　　　　　　　２７３，８００円 実績額×5％）

【４１地域福祉推進に取り組む団体、活動に対する助成】

　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　

９／２７

６／１１

障がい児者・家族　１４名

ボランティア　６名

１０／１８

　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　

◇交通安全とハロウィンあそび

　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　

３／１４

１１／１２

障がい児者・家族　２３名

ボランティア　５名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ   11名     

１１／２２

１２／２０

                       

８／１６

                                               

７／１２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２／１４

                                               

１／１７

　各自治会の共同募金活動にあたり、活動費を交付しました。　

10/2 ◇各自治会(21自治会)へ交付（昨年度募金実績額×5％）
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　地域福祉推進のため住民の主体的な福祉活動に対して、活動経費を

助成することで活動を支援しました。

地域福祉活動推進のための活動経費助成金

●住民による主体的な地域福祉推進のための活動 ＜昨年度＞

   ボランティアグループ等へ 14団体

◇１３団体へ　合計５９０，０００円を交付 602,000円

●自治会による福祉活動 ＜昨年度＞

   自治会による小地域福祉活動へ 14自治会

690,000円

●町内小中学校による福祉活動

   福祉を育む学びのために町内の全小中学校へ ＜昨年度＞

６校

（２０，０００円✕７校、１７，７１０円✕１校） 133,000円

※各学校とも繰越金が発生しないよう、残金返金や

　必要経費のみの助成金申請等、対応くださる。

●障がい者等の当事者団体による福祉活動

   寒川町福祉団体協議会の４団体および障がい者スポーツの団体へ ＜昨年度＞

◇４団体へ ４団体

合計１００，０００円を交付 72,000円

【４２食品等の寄付を通じた地域活動支援】                            

◇ご寄付のキャンディーを町内の子ども食堂４ケ所へ

◇食品のご寄付　１３８件

◇県内セブンイレブンの閉店店舗から２回（県社協事業）

◇神奈川県社会福祉協会協議会から２回

年１～２回 ◇町環境課がニコニコリサイクルフリーマーケットの

◇オムツ、衣類等のご寄付　３１件

随時のご寄付による食品や日用品は、フードバンク

さむかわで活用させてただいいた。

毎月 ◇第１土曜日　フードバンクさむかわ

毎回１００世帯分の米（２㎏の袋）を購入

（年末たすけあい募金の配分）

その他、上記、随時のご寄付による食品を配布。

運営は毎回１０名前後のボランティアの協力で。

令和５年７月から受付で来所した世帯員全員の氏名を

◇１４自治会へ  合計６３０，０００円を交付

１０／～

随時

随時

随時

随時

◇町内全小中学校へ　合計１５７，７１０円を交付

会場でフードドライブを実施。集まった食品を町社協へ
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記入してもらうようにした。

◇フードバンクさむかわ、子ども食堂を指定で

金員のご寄付あり。

　　　 【４３各種関係団体等の事業後援】（県社協関係を除く） ＜昨年度＞

10件

【４４物品の貸出及びメンテナンス】                                              ＜昨年度＞

　福祉活動に役立てるための備品を団体等に貸し出し、福祉の推進を図       31件

りました。 

   随　時　　　 ◇１１０件

　　　　　　　 　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　 金箱、延長コード他

【４５印刷機の利用】                                              

印刷機利用料収入　 ＜昨年度＞

合計　　　　163,702円269,269円 235,667円

⑥  善意のこころ事業

【４６寄附金品の受け入れ及び事業活用】                                         ＜昨年度＞

　団体、個人の方からの寄附金品を受け入れ、各種事業に活用しました。       金員21件

                                                     1,444,493円

　随　時　　　 ◇金員　  20件　　計1,122,696円                       物品9件

＜貸出物品＞車いす、ビデオプロジェクター

一式、テント（大・小）、スクリーン、DVD

　各種関係団体等より依頼を受け、本会の名義使用による後援を行いました。

11/23 ◇令和５年度 里親講座（湘南地区）

12/15 ◇らららライヴ2023

4/11～5/25 ◇寒川町手をつなぐ育成会主催「成年後見制度」についての研修会

6/15 ◇社会福祉法人 翔の会後援会チャリティー映画会

2/17

4/18～6/11

◇寒川町手をつなぐ育成会主催「ボウリング大会」

5/25

1/26～27 ◇「スペシャルズ！～政府が潰そうとした自閉症ケア施設を守った男たちの実話～」上映会

◇県精連 体験発表会ハートメッセージ2023 in 茅ヶ崎

◇2023年度 第2回寒川町障害者事業所展示即売会「にっこりマーケット」

10/22 ◇どーんと楽しく！フェスタ翔2023

プレーヤー、ポップコーン機、音響機材、募

◇2023年度 第1回寒川町障害者事業者事業所展示即売会「にっこりマーケット」

2/14～19 ◇第25回 翔の会表現展「湘南地アート〝にこっ！″」

12/5～8

◇第46回住宅デー

12/13

5/31～7/14

全１４件

◇寒川町福祉活動センターまつり

3/25 ◇第47回住宅デー
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　　　　　　　 ◇物品     7件

　　　　　　　　 （タオル、カレンダー、米、車いす等）

【４７小さな善意募金箱の設置・管理】　　　　　　　　　　　　　 ＜昨年度＞

　募金箱を設置すると共に団体等に貸し出し、善意の受け入れの啓発に 設置24箇所

努めました。　　　　　　　　　　　 34,734円

　随　時　　　 ◇設置25箇所　　26,669円

　　　　　　　 ◇貸出し　なし

【４８募金箱の設置・貸出し・管理】　　　　　　　　　　　　　 ＜昨年度＞

　産業まつり等で団体へ募金箱の貸し出し　なし なし

【４９不要入れ歯・アクセサリー回収ボックスの設置】  ＜昨年度＞

　随　時　  ◇町内歯科医院13箇所、健康管理センター１階 13箇所

3,625円　　　　 16,054円

【５０ハガキ（書き損じ・未使用）寄附ボックスの設置】

　随　時 ◇健康管理センター１階　　　6,998円 8,371円

 　　　　　　　　　　　（郵便局で全て切手に換金）

【５１マックスバリュ黄色いレシートボックスの設置】

マックスバリュ寒川中瀬店で実施される毎月11日黄色いレシート ＜昨年度＞

キャンペーンに参加し、啓発及びギフトカードを受領。 7,700円

⑦  地域福祉活動計画推進事業

の推進を図りました。

　黄色いレシート投函金額の１％（受領金額）3,200円

◇2023下半期　（2023年9月～2024月2月）

　黄色いレシート投函総数金額（期間合計）378,328円

◇2023年度上半期　（2023年3月～2023年月8月）

　黄色いレシート投函金額の１％（受領金額）3,800円

◇第1回寒川町地域福祉計画推進会議　書面会議

　黄色いレシート投函総数金額（期間合計）321,207円

◇第2回寒川町地域福祉計画推進会議　

【５２「みんなの地域福祉つながりプラン」第５次地域福祉活動計画の推進】

   町の第４次地域福祉計画と一体的に策定した｢みんなのつながりプラン｣

１１／　３

　町役場へ募金箱貸し出し（能登半島地震の義援金）

９／２２
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【５３社協発展強化計画の推進】

（３）地域援護事業
①  相談事業

【５４心配ごと相談・相談支援の充実】                                            

防止と共に、誰かに話すことでの気持ちの負担の軽減、福祉の推進を

   随　時　　　 ◇心配ごと相談 ＜昨年度＞

　　　　　　　　                                   　３１件 17件

ケースカンファレンス

　職員が抱えている個別ケースを出し合い、法人としての関わり方を共有

し、支援の方針を探りました。

◇随時　

③  一時的支援事業

【５５法外援護】

　行路者に対し交通費又は食費の貸し付けました。                ＜昨年度＞

◇法外援護（行路者交通費等の支給）　１件 1件

④  車いす貸出事業

【５６車いすの貸与及びメンテナンス】 ＜昨年度＞

　車いすを貸し出し（１ヵ月目安）、利用者の生活利便を図りました。 75件

　随　時                                     ◇歩行困難者等　１２７件

⑤  紙おむつ代助成事業

【５７在宅障がい児者紙おむつ代助成】                        ＜昨年度＞

27名

　随　時     ◇在宅心身障がい児者　37名　97件 80件

【５８在宅高齢者紙おむつ代助成】                          ＜昨年度＞

　紙おむつ代を助成することにより、世帯の経済的負担の軽減を図り        80名

ました。 212件

随　時

です。相談対応は地域福祉担当の社会福祉士の職員が対応します。      

３／２９ ◇第3回寒川町地域福祉計画推進会議

　気軽に相談できる町民のよろず相談窓口として開設し、悩みの抱え込み   

◇社協発展強化計画３年目

　紙おむつ代を助成することにより、世帯の経済的負担の軽減を図りました。

   随　時　　　            

利用が増えており、「広報紙を見て電話しました」という方がほとんど    

図りました。  昨年設置した「心配ごと相談専用ダイヤル」は、少しずつ
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   随　時　　　

⑥  り災者援護事業

【５９災害見舞金の支給】（見舞金は県共同募金会と折半） ＜昨年度＞

0件

　随　時　　　                                             ◇２件

⑦  年末たすけあい配分金事業

   共同募金会が行った年末たすけあい募金を各種支援事業として配分しま

した。配分方法の決定は生活支援部会で協議、理事会で決定しました。

●町内障がい児者紙おむつ代助成

●町内障がい当事者団体への行事支援

●ひとり親家庭等へ　お米を配布

　　　　　　　  

◇総務部会にて

会案件として決定

◇理事会にて

◇順次、配分を開始　予定 ＜昨年度＞

●町内障がい児者紙おむつ代助成

344,076円

　 ●町内障がい当事者団体への行事支援

（寒川町福祉団体協議会へ）

132,000円

●ひとり親家庭等へ　お米を配布

668,808円

●地域福祉推進事業

1,684,538円

◇自治連にて年末たすけあい募金の結果とお礼

◇生活支援部会にて

◇理事会にて令和６年度年末たすけあい募金配分の

◇在宅寝たきり高齢者　81名　229件

３／１４

方向性について承認

配分計画について確認

９／１５

令和５年度年末たすけあい募金配分計画を確認

１０／５

◇自治連にて、共同募金運動・年末たすけあい募金の

　　　　　　　  

ご協力依頼

　４３０，３５５円

１０／１３

令和５年度年末たすけあい募金配分計画を確認し、理事

９／５

　火災など災害に遭われた方に対して見舞金を支給しました。      

【６０年末たすけあい募金の配分】    

◇生活支援部会にて、令和５年度の年末たすけあい募金の

【今年度の配分先】※配分は全て寒川町の住民へ

　１７８，９００円

　１，００５，６１７円

　１，１７５，３６０円

令和６年度年末たすけあい募金配分についてご提案

１／２５

１／１９

１２月～
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⑧   生活福祉資金貸付事業　

【６１生活福祉資金の相談・貸付】

必要な相談支援を行うことにより、その経済的自立及び生活意欲の助長

促進、並びに在宅福祉及び社会参加の促進を図り、安定した生活を送れる

ようにすることが目的の資金です。

コロナ特例貸付

令和４年９月末時点

当初、償還については専用の窓口が対応するため、市町村社協は対応不要 借入申込み総件数

でしたが、変更され、「特例貸付フォローアップ支援」として、市町村 1,346件

社協が対応することになり、そのための委託費も交付されます。 借入申込み総額

５億1,257万円

＜昨年度＞

貸付19件

【６２生活困窮者自立支援事業に係る県社協等との相談・連携】

　●通常貸付（本則）貸付決定件数　１３件

　福祉資金　うち生活保護受給世帯のエアコン等の設置費用の貸付　８件

生活福祉資金は、低所得者、障がい者または高齢者に対し、資金の貸付と

　また、コロナ特例貸付が、「コロナの影響で減収」という状況が聞き

取れれば速やかに借入申し込みができたため、その感覚のままに、

　福祉資金　うち緊急小口資金　３件

　教育支援資金　２件（高校進学１件、大学（通信）進学１件）

電話、来所、訪問等全ての相談対応件数　１４２７件※

が特例貸付として実施され、現在は償還（返済）の段階になっています。

　最近では、令和２年３月～令和４年９月まで、コロナ禍の生活費の貸付

実際の収入の不釣りあいがあったりと、「貸付で解決」という

相談者はほとんどありません。生活困窮者自立相談支援機関である

「ほっとステーション（神奈川県社協）」を紹介することが増えています。

また、お金のやりくり、金銭管理の問題という視点から、「日常生活自立

支援事業でお金の管理をして欲しい」という関係者からの相談も

※下記、【６２生活困窮者自立支援事業に係る県社協等との相談・連携】

　　　　【６３緊急援護資金の相談・貸付】の件数も含む。

増えています。

　●特例貸付フォローアップ支援　相談件数　１５２件

「生活費を借りたい」という相談が継続的にあり、最近は、

「スマホで調べました」「厚生労働省のホームページを見ました」

「Youtubeで見ました。〇〇資金を申し込みたいです」と、

具体的に相談される方も多いです。しかし、多くは、

債務が多額であったり、お金の使い方に問題があったり、金銭感覚と
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有、ケースの内容にとっては貸付相談の対応等を行いました。

　令和３年８月開始の町事業に継続的に対応しています。

⑨   緊急援護資金貸付事業

【６３緊急援護資金の相談・貸付】 ＜昨年度＞

　一時的に生活費に困窮している世帯へ、資金の貸し付けと相談支援を 貸付19件

行い世帯の自立を促進しました。

　貸付件数の大半は、生活保護の申請後の初回支給日までの生活費の貸付

で、その場合は生活保護の担当ケースワーカーから意見書が提出され、

生活保護の初回支給日に同席し一括で返済してもらいます。

　また償還指導として、滞納世帯への家庭訪問や督促状の発送等を行い、

世帯の状況把握、相談支援を行いました。

◇ 貸付　２５件

◇ 過去からの債権で年度末の理事会での償還免除４件

（理由：借受人死亡、借受人行方不明）

(４) あんしんサービス事業（権利擁護事業）
① 日常生活自立支援事業

【６４日常生活に向けた相談・支援、サービス提供等】                        

サービス提供・訪問活動

随時 ◇利用者　今年度契約者　２１名

　　　　 今年度内の解約者　５名 ＜昨年度＞

           　３月末時点契約者１６名 ３月末利用者

３月末時点の内訳　 １8名

　　　　認知症等高齢者等９名

　　　　知的障害者等０名

　　　　精神障害者等６名

　　　　身体障害者０名

　　　　その他１名

定期支援回数

◇定期支援回数　２２４回 　　233回

   安心して自立した生活が送れるよう、利用者との契約に基づき専門員及び

生活支援員による福祉サービス利用援助、金銭管理等の支援を行いました。  

　県社協が実施している神奈川県生活困窮者自立相談支援事業「ほっと

ステーション」へ相談者との面接において相談室貸出しの調整、情報共

　配布個数の記録、品物の封入作業、在庫の保管等を行っています。

随時

【町事業　生理用品の無償配布への協力】
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◇定期支援以外の臨時支援、相談援助、新規相談等

　７７１回　(訪問、電話、メール、来所等)　

   担当者会議                     

随時開催する形をとりました。

　また、日常生活自立支援事業だけでなく、法人後見事業に関わる内容に

ついても、必要に応じ会議の中で共有、協議しました。

　事務局長、担当職員、専門員１名の計３名で行いました。

県社協　契約締結審査会

と判断したものについては、専門員が県社協へ出向き審査会に出席・説明

しました。

日常生活自立支援事業実施社協連絡会へ出席

される実施社協連絡会に出席しました。

【６５生活支援員情報交換会の開催】                        ＜昨年度＞

　今年度は開催しませんでした。 １回（対面）

◇生活支援員情報交換会

②　法人後見事業

【６６法人後見の受任業務】

＜昨年度＞

累計受任

件数

◇今年度新規受任　２件 ８件

３月末時点で受任中の件数　５件

　うち認知症高齢者　４名（施設３名、在宅１名）

　　　精神障がい者　１名（入院中）

◇累計受任件数　１０件 ８件

◇後見業務（身上監護と財産管理）

定期面会、関係者との情報共有や調整

通院同行（状況により）、緊急時対応

その他、必要な手続き等

◇相談、問合せへの対応

　新規契約、支援計画変更、契約終了、契約更新等の際に、必要に応じて

　上記、担当者会議において、県社協での審査・助言等を必要とするケース

　県内の社協間で事業の取り組み状況の共有と報告、意見交換等のため開催

随時

　法人として成年後見人等を受任し、権利擁護の推進を図りました。

また、成年後見制度に関する問い合わせ等に対応しました。

随時

　随時　

福祉サービスの契約、支払い、金融機関手続き、
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法人後見事業実施社協連絡会へ出席

される実施社協連絡会に出席しました。

【６７法人後見事業審査会の開催】

適正化を図りました。

◇受任ケースの状況報告等

　新規受任の適否について

◇受任ケースの状況報告等

③　権利擁護啓発事業

【６８権利擁護に係る専門職のネットワークづくり】

です。 ＜昨年度＞

◇第１回　寒川町権利擁護ネットワーク連絡会 第１回

内容：「その人らしく」と「お金」のこと～本人の意思 ２１名

第２回

２３名

参加者　　１７名

社協、包括、行政、病院相談員、訪問介護事業所、

障がい者相談支援事業所、ケアマネ等多職種が参加

◇第２回　寒川町権利擁護ネットワーク連絡会

内容：「その人らしく」と「お金」のこと～家族と離れ

て暮らす人たち～

権利擁護について学びあい、情報交換。

参加者　　　１６名

社協、包括、行政、病院相談員、訪問介護事業所、

障がい者相談支援事業所、ケアマネ等多職種が参加

【６９成年後見講座】 ＜昨年度＞

参加者１７名

◇安心して暮らせるように、障がいのある子の親なき

講師：親なきあと相談室　渡辺　伸　氏

　参加者　３５名

【７０成年後見相談の開催】

　成年後見制度をより多くの方に知ってもらうため講座を開催します。

1/26

　県内の社協間で事業の取り組み状況の共有と報告、意見交換等のため開催

　法人後見事業審査会を開催し、業務の公平性及び専門性を確保し、事業の

を尊重しながら～

権利擁護について学びあい、情報交換。

　あとの準備を

１１／２５

６／２１

３／２２

護ネットワーク連絡会の開催等、擁護の意識高揚に繋がる事業を行う予定

　福祉関係機関の連携と権利擁護について考える場として、寒川町権利擁

12/14
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した。

＜昨年度＞

相談件数　１１件 １４件

【成年後見制度中核機関設置検討に向けた取り組み】 ＜昨年度＞

◇本会が、現状から想定できる範囲の中核機関の

取り組みを担当職員と事務局長で打合せ。

その内容を町福祉課へ提出し、今後の検討材料にして

もらう。

求める協議会総会

(５)  ボランティア事業
①  ボランティアセンター運営事業

ンティアの皆様が活躍できるよう調整を行いました。

　今年度は試行的に「きんじろうルーム」を開設し、夏休み期間中の子ど

もの学習支援と居場所づくりを実施しました。

【７１ボランティア活動の相談・斡旋・情報提供】

　個人や施設、団体からの相談や依頼を随時対応しました。

　能登半島地震の影響により、災害ボランティアについてや保険の加入に

についての相談もありました。

（ボランティア相談）                                        

ボランティアに関わる新規の相談  ＜昨年度＞

　（送迎・サポート・その他の心配ごと相談　など）　５１件 51件

（個人登録ボランティア）                                        

　ボランティアの登録、派遣調整                                    ＜昨年度＞

　随　時            141名

　           　 　　うち新規登録　　　　　 　　　　　  ２５名 22名

　随　時　　　　　　　◇ボランティア派遣　（のべ活動人数）

     　　　　　       236名

９／７ ◇藤沢簡易裁判所に横浜家庭裁判所出張所の併設を

◇相談員：コスモス成年後見サポートセンター会員

    毎月第１金曜日（祝日の場合は翌週金曜日）

　専門家による成年後見制度に関する相談を行い、制度の利用推進に努めま

　3階の「ボランティア活動室」と「地域活動応援ルーム」を中心にボラ

◇ボランティア登録  　 　　　　　         １３８ 名

福祉有償運送事業の送迎ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ  　  ２９１名

８／１４
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　           　 保育　　　　　　　　　　   　　　　   ６３名         35名

                 71名

　　　　　　　　 1,520名

　　　　　　　  122名

                       1,984名

（きんじろうルームの開室）                                        

子どもたちの居場所づくり、ボランティアの活動の場

の提供を目的に、夏休みの宿題のための自習室を

開室しました。対象は小学生。

毎回、ボランティア３～４名に子どもたちの見守り

として一緒に過ごしていただきました。

また町のジュニアリーダーズクラブにちょっとした

　           　 レクリエーション指導をお願いし、子ども同士の

交流も行いました。

（緑綬褒章）                                        

ボランティアグループの緑綬褒章受章に向け、推薦

し、提出用の資料作成支援を行いました。

結果、2団体が受賞されました。

　すいせん１　（社会福祉施設等奉仕団体）

　手話サークル菊和会　（手話奉仕団体）

【７２ボランティアセンター活動PR】

民に身近なボランティア窓口として、運営を行いました。

 

SNS等の情報発信、登録者状況 ＜昨年度＞

   随　時    ◇LINE　友だち登録者数　　　　１６１名　　　 153名

LINE　子育てサロン　友だち登録者数　　６２名 なし

LINE　きんじろうルーム専用アカウント新規取得

LINE　地域活動応援ルーム専用アカウント新規取得

♢X（Twitter）　フォロワー数　　　１６６名 153名

   随　時 　　

　　　　　　　 ◇ボランティア関連事業のパンフレットの作

◇ボランティアセンタースタッフ会議（月1回）

　　　全７日間

◇参加子ども人数 　　　　         １４ 名

施設手伝い                   　　　　　   １１９０名 

合　　計               　　　　　　　    １８５５名

　ボランティア活動の情報発信、組織内の連携強化を図るとともに、より町

◇活動ボランティア数（延べ）       ２０ 名

１１／１３ ◇令和５年度 　褒章伝達式・叙勲   

障がい者支援、イベント支援等　　　１８８名   

 夏休み期間中

ふれあい・いきいきサロン　 　 　　 １２３名
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◇LINEによる登録ボランティアへの連絡、子サロン

参加申込利用

◇ホームページによる情報提供

（スマホ対応、X(Twitter)埋め込み）

【７３ボランティア活動室・機材の貸出】

 ＜昨年度＞

   随　時    ◇活動室　　　３０１件 281件

◇３階相談室　　　６１件 37件

  （主な利用団体）

　麦笛の会、グループあい、ピーターパンクラブ、さむかわcom、

　赤十字奉仕団、かたらいの会、サロンハートぽっぽ、

　寒川町ボランティア連絡協議会　等

②　ボランティア講座事業

【７４各種ボランティア講座、出前講座の開催】  

　ボランティア学びあい講座を開催しました。

　講座開催においては、多くのボランティアグループ・個人ボランティア

　のみなさんにご協力をいただきました。

　

福祉のボランティア活動を知ってもらうことを目的

として、小学生・中学生・高校生を対象とした

ボランティア体験会を実施しました。

以前から要望のあった手話体験の時間の延長を加味し、

今年は手話の時間を長くとれるようスケジュールの

見直しを行いました。

この活動は、福祉教育事業による学校での参加した生

徒の意識が向上、福祉作文での取り組み姿勢、ボラン

ティアグループへの加入など、大きな影響があると言

えます。 ＜昨年度＞

　　　体験参加者　５５名 60名

　　　ボランティア　　　５団体（４８名） 6団体

　　　　　　　　　　　　個人　１０名 6名

　ボランティアグループ活動支援を目的に活動室・３階相談室の貸し出しを

　行いました。

成、センター周辺の情報コーナー整備（随時）

　町内の福祉のボランティア活動について知ってもらうことを目的に

７／３１ ◇ボランティア体験会開催（子ども向け講座）
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♢ボランティア学びあい講座開催（大人向け講座）

今年は日数を減らし、一日の時間を長くした講座を

開催しました。

の３日間 　受講申し込み　　１６名 9名

　　修了証授与　　６名 7名

　　受講者のうち新規個人ボランティア登録　５名 4名

③   ボランティア活動支援事業

【７５ボランティア交流会の開催】                                     

　１２月開催予定５／２９ ◇ボッチャ体験会

　 ８チームに分かれてボッチャで対戦をしました。

ほとんどの方が初めての体験でしたが、チームの

方と声を掛け合って楽しく試合をしていました。

ボッチャのセットは県スポーツ局スポーツセンターで

無償でレンタルできました。 ＜昨年度＞

　　　参加者　　　　２０名 28名

(運動会)

　１２月開催予定１２／５ ◇革細工体験（冬の交流会）

　 ボランティアの方を講師として、革細工の体験を

おこないました。

　　　参加者　　　　２６名 18名

(ﾋﾟﾗﾃｨｽ)

【７６個人登録ボランティア・サポーター意向調査の実施】

２月から３月にかけ、次年度の活動に対する意向調査を行いました。

なお、今回からグーグルフォームを利用した意向調査のデジタル化、

返信用封筒の着払い対応を試験的に導入しました。

グーグルフォームでの返信は約２割、郵送料は約3000円の削減と

なりましたが、オンライン受付をしたデータの管理等についての

課題が残りました。

【７７ボランティア活動保険等の加入受付】

　安心してボランティア活動を行っていただくための活動保険の受付を ＜昨年度＞

行いました。 （全体）

  随　時　                                    基本タイプ　５３３名 573名

                                              天災タイプ　１０３名 116名

【７８ボランティアグループ立上げ支援・助成】

新規立ち上げ継続支援中　　２件

１０／３１

１１／　２

１０／２６
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（アマチュア無線団体・外国籍の方の交流の場）

【７９地域活動応援ルームの運営】

　地域活動を行う個人・団体の作業、打ち合わせ、交流場所として ＜昨年度＞

部屋を整備、開放して地域活動の拠点として運営を行いました。 ＜昨年度＞

利用者    　　　１４３名                                269名

                

                

                

ています。また、修理の依頼も徐々に増えています。

開催日　　４/２１・５/１９・６/１６・７/２１・８/１８・９/１５

　　１０/２０・１１/１７・１２/１５・１/１９・２/１６・３/１５

◇活動ボランティア数　　５７名

◇修理依頼おもちゃ数　　６１個

④　サポートさむかわ運営事業

　なお、７月から９月については熱中症予防のため、屋外での作業は

毎年お休みとしています。 ＜昨年度＞

   随　時　　 ◇利用者    １２６名                                125名

（過去に利用があり、居住確認ができている人数）

                47名

            　                       ♢利用件数    １３６件     84件

♢活動サポーター数（延べ）　１７９名 99名

⑤　寒川町シニアげんきポイント事業

【８１シニアげんきポイント】

◇おもちゃ病院の定期開催

月に１回、おもちゃ修理を行うボランティアに参加していただき、

コロナは５類に引き下げられましたが、施設ボランティアの受け入れ件数が以前

の状況まで戻るのには一定の期間がかかると感じています。今年度は登録者の活動

機会を増やすため一之宮のつどい処さむかわを対象施設として登録しました。

♢サポーター登録人数  ５２名      

　説明会（登録会）の開催、窓口および電話での問い合わせ対応、受入

施設と登録ボランティアの活動のマッチング、活動実績管理、町への報告、

スタンプ数の集計とポイントへの変換及びポイント数に応じて町共通商品

券の手配と配布、その他随時、町への報告等

【８０サポートさむかわ（ボランティアによる生活支援）】

   サポーター（ボランティア）の「ちょっとしたお手伝い」により、在宅

高齢者及び障がい者の生活支援とボランティア活動の場の提供をしました。

新規のボランティアも増え、ボランティアの活動の場としても活かされ

応援ルームでのおもちゃ病院の定期開催を開催しています。
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＜昨年度＞

596回

1回

◇事業登録者　５名5名 15名

◇活動者紹介　６名9回 5名

◇交流会開催　１回2回 2回

⑥　災害ボランティアセンター事業

＜昨年度＞

　さむかわ災害ボランティアネットワーク、町総務課と連携し、寒川町 中止

◇町総合防災訓練に参加予定　中止   

　令和６年能登半島地震での被災による石川県社会福祉協議会からの要請

【８３さむかわ災害ボランティアネットワークや関係団体との連携】

３／７ ◇研修「災害ボランティアセンター　ICTの運用」参加

　他、複数回のオンライン研修参加

【８４災害対策マニュアルの作成、常時見直し】

◇災害時の事業継続計画（BCP）作成途中

【８５被災地災害ボランティア情報の提供】

４月 ホームページ上にて災害情報のページを作成

随時　Xにて情報提供

⑦　ボランティア連絡協議会事業

【８６寒川町ボランティア連絡協議会支援】

別記関係団体支援のとおり実施

(６ )  福祉有償運送事業

①  福祉有償運送

◇職員１名　派遣先：中能登町災害ボランティアセンター

◇2/28～3/5　内活動日5日間

昨年度に比べ全体の延べ活動回数は３割ほど増え、合計申請ポイント数も170個増えました。

◇延べ活動回数　    803 回

◇説明会開催　 3/7 　3名参加

【８２災害ボランティアセンター設置・運営訓練】

災害ボランティアセンターの設置・運営訓練を予定していましたが、中止

となりました。

　町関係部局との情報の共有を行いました。

　さむかわ災害ボランティアICT活用での災害支援について情報交換を行い

ました。

により、中能登町災害ボランティアセンターへの職員派遣を行いました。
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【８７福祉有償運送事業】

　運転ボランティアの協力で、歩行困難な障がい者や高齢者の方々の通院

や施設への入退所、養護学校への通学を支援しました。

　随　時 　              ◇福祉有償運送での送迎                ＜昨年度＞

　　　　　　　                 利用登録　 　３６名　                36名

　　　　　　　 30名

　　　　　　　                  依頼件数　２９６件             240件

          　　 （内リフト車利用希望者のリフト対応　１０５件） 80件

【８８運転ボランティア講習会受講支援】

１１／２６ ◇認定講習会を寒川町で実施 ＜昨年度＞

　 寒川町社協からの受講者数　　　６名 8名

Ⅲ   地域包括支援センター事業

(１)   地域包括支援センター事業

①   地域包括支援センター事業

【８９総合相談支援】

【９０権利擁護】

【９１包括的・継続的ケアマネジメント支援】

【９２介護予防ケアマネジメント】

【９３認知症地域活動推進員活動】

【９４エンディングノート作成に係る情報提供等 】

【９５地域ケア会議の開催】

【９６高齢者訪問相談】

【９７北部出張相談】

【９８その他広報・啓発等】

【９９南部相談室の運営】

※別紙により報告

Ⅳ 収益事業

(１)   収益事業

①   自動販売機設置事業

【１００自動販売機の設置】　 ＜昨年度＞

   随　時　　　 332,420円

　　　　　　　                  

　　　　　　　　

　　　　　　　　 　　　　　計　　407,500円

【１０１企業への自動販売機設置(災害ベンダー)】　

随　時 ◇興全寺（宮山）に自販機を設置（伊藤園の自販機） 30,567円

　　　　　計　　43,346円

総合図書館　　　　2台

登録運転者数(指定講習会受講が条件) 　２７名

◇町民センター、南部文化福祉会館、北部文化福祉会館

健康管理センター  　　各1台
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②    駐車場運営事業

【１０２年始駐車場運営】　

◇（仮称）健康福祉総合センター用地 ＜昨年度＞

   　　　                   　　　　　　　1,681,000円 1,215,000円

◇健康管理センター　　 　　              

　　　　　   　　897,000円 961,500円

Ⅴ  指定管理事業
(１)   健康管理センター事業

①   健康管理センター指定管理事業

【指定管理申請】

指定管理者の指定申請を行い、９/２２プレゼンテーション審査を

受け、令和６年度の指定管理を受託しました。

【１０３運営管理】

※別紙

【１０４維持管理】

※別紙

【１０５自主事業(みんなの健康セミナー)】 ＜昨年度＞

延べ

健康に関する事業を開催 1回目 34名

2回目 37名

【１０６避難訓練の実施】

寒川町健康管理センター防災訓練 ＜昨年度＞

職員10名

利用者４名

【１０７利用者満足度アンケートの実施】

＜昨年度＞

132名

Ｒ5 10/5・12・19 やさしいボディコンディショニング[ピラティスの動きで

    アンケートのR5 11/15～Ｒ6 1/15実施

体幹を整えよう]延べ3６名

◇大規模地震を想定してＲ６ 3/１１ 実施　　職員８名

   公共施設の一部を借用し、年始参拝客向けの駐車場運営を実施し、福祉事

1/1～3 

　健康管理センター指定管理事業者として町民の健康維持・増進を目的に

　　　　　　　　　　　　　　         　施設利用者２名

 　回収１４０名（男性３２名　女性１０８名）

業に活用するための財源確保を図ります。

 1/1～3
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ボランティア連絡協議会

（通称：ボラ連）  

　５／１３ ◇総会＝令和４年度決算、令和５年度予算の承認

　７／　６ ◇第1回委員会＝今年度の活動について他

◇研修委員会＝会員研修会の内容について

　９／　７ ◇第2回委員会＝ふれあい福祉フェスティバルについて他

◇研修委員会＝会員研修会企画会議

１０／　７ ◇第１４回ふれあい福祉フェスティバル参加

１０／２５ ◇第3回委員会＝ふれあい福祉フェスティバルについて他

◇広報委員会＝広報紙について

１１／１７ ◇研修委員会＝研修会「ケアマネ会との交流研修会」　

　１／２４ ◇第４回委員会＝研修会について他

◇広報委員会＝広報紙について

◇研修委員会＝会員研修会企画会議

　２／１３ ◇研修委員会＝研修会「ボッチャ体験会」

　３／２７ ◇第５回委員会＝総会について他

◇広報委員会＝広報紙について／「ボランティアほほえみ」発行　

◇マスコットキャラクターの名前を決定　「ボラリン」　

随時：LINEを使った情報提供、報告、打ち合わせ

対面による打合せ

資料作成

共同募金会寒川町支会

（通称：共募）

　ポストコロナ禍での募金運動となったが、例年通り、自治会への募金の依頼を行った。

　街頭募金は、今年度は寒川駅とアメリア三和だけではなく、宮山駅、倉見駅でも行い規模を

拡大した。また、寒川町障害者事業所連絡会に依頼し、４年ぶりに福祉事業所職員、利用者等に

ボランティアのご協力をいただいた。また、社協さむかわに実施予定日を掲載した影響か、

募金を袋に入れて持ってくる方もおられました。

　第１４回寒川町ふれあい福祉フェスティバルの会場内でイベント募金を行った。

関係団体事務事業報告

◇広報委員会＝広報活動について他                    

　職域募金は、役場の中庭でお昼休みの時間に合わせ４０分間、職員のみで募金活動を行った。
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　ベルマーレの試合会場でのイベント募金に参加した。

でも募金ができるようにした。

　募金箱を町内の関係機関、スーパー等に全6か所設置した。

◇県共同募金会　支会事務担当者会議　出席（県社会福祉センター）

5月～　　 ◇県共同募金会　理事会へ寒川町支会長（社協会長）出席

◇県共同募金会　支会事務担当者会議　出席（県社会福祉センター）

９／１５　　　◇自治連にて共同募金運動（赤い羽根募金、年末たすけあい募金）の依頼

１０／１～　　◇共同募金運動スタート

◇職域募金＝47,952円

●赤い羽根募金

町役場及び町関係施設（職員等）およびＪＡより　合計　47,952円

　１０／２ ◇街頭募金＝11,509円

●赤い羽根募金

アメリア三和寒川店　4,593円

寒川駅北口　2,573円

寒川駅南口　2,017円

宮山駅　332円

倉見駅　1,994円

　　　　　《協力者》寒川町障害者事業所連絡会

　　目標額：2,868,580円　　実績額：2,600,970円

　　●年末たすけあい募金

　　目標額：3,259,750円　　実績額：2,785,230円

なお、年末たすけあい募金は、寄付金の募集は共同募金会

市区町村支会が行い、配分金による事業は、市区町村社会福祉協議会

が中心となって実施します。

上記【６２年末たすけあい募金の配分】  に記載。

10/1～ ◇学校募金＝91,643円

●赤い羽根募金

町内小中学校へ募金箱設置（約1ヶ月間）　91,643円　　

４／２７

８／１

１０／２～

◇戸別募金＝5,386,200円

　健康管理センター内に「赤い羽根共同募金」特設コーナーをつくり、募金運動期間中、いつ

湘南ユナイテッドBCの試合会場でのイベント募金に参加した。

　●赤い羽根募金
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◇イベント募金＝79,175円

●赤い羽根募金

◇その他の募金＝40,183円

●赤い羽根募金

社協内募金箱設置（約3ヶ月間）　　6,747円

特設コーナーガチャガチャ　　　2,600円

町内関係施設7か所へ募金箱設置（1ヶ月）　　8,743円

共同募金仕様・清涼飲料水等自動販売機　　17,089円

預金利息　　2円

●年末たすけあい募金

共同募金支会事務局長合同会議

　　 ◇自治連にて共同募金運動（赤い羽根募金、年末たすけあい募金）のお礼

◇災害義援金の受付＝社協窓口募金箱　 87,674円

福祉団体協議会

（通称：福団協）

　４／１５ ◇大相撲藤沢場所　観覧       

　４／２２ ◇総会＝令和５年度決算報告、令和６年度事業計画　他    

　５／１１ ◇役員会     

　６／１７ ◇出前講座「防災のはなし」（福祉活動センターにて）

　７／　６ ◇役員会

　７／　６ ◇要望書活動「寒川町障がい者福祉計画ヒアリング・行政懇談会」

　９／　７ ◇役員会               

　９／　９ ◇バス研修（静岡方面　三島スカイウォーク他）            

（バス代等は年末たすけあい募金配分金を受ける）

静雅書道会　5,000円

預金利息　　2円

中央共同募金会による「令和6年能登半島地震災害義援金」に送金した。

　　せんでした。

　※今年度は、湘南ベルマーレ物品オークションの配分はありま

　第１４回寒川町ふれあい福祉フェスティバル　　21,264円

　湘南ユナイテッドBC　イベント募金　　3,615円

　湘南ベルマーレ　イベント募金　　54,296円　
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１０／７ ◇寒川町ふれあい福祉フェスティバル　参加

１１／　２ ◇役員会

１１／１１ ◇団体企画研修＝「今さら聞けないマナー講座」    

担当：茅ヶ崎寒川地区自閉症児・者親の会

１２／　１ ～ ◇障害者週間から年明け１月末まで　福団協の活動紹介展示

　　１／３１ 町健康管理センター１階廊下の壁に、各団体からの

作品、普及啓発パンフレット等を展示。

　１／１１ ◇役員会　              

　１／２６ ◇映画会 

「スペシャルズ！政府が潰そうとした自閉症ケア施設を守った男たちの実話」 

　３／　７ ◇役員会           

　３／３１ ◇広報誌「ふくだん通信」VoI.１０発行　500部

◇町社協事業に参加協力

　小中学校での福祉体験授業のサポート

随時 ◇会員研修、バス研修等の事業調整、打合せ

町補助金の支援を受けるための書類の確認や町福祉課職員との

対応、連絡調整、活動紹介展示運営

他、メール、電話等での調整や連絡を行う。

　随時

研修会、総会、役員会資料、「ふくだん通信」等の作成支援
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